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当社の取組み当社の状況市場認識市場セグメント
直近の手持ち工事量は豊富。MK・SMC双方
の強みを活かし、中⾧期的な案件情報の取得
に注力するとともに、スケールメリットの実現、新
たな成⾧領域の取り込みを目指す

建設投資額は高水準を維持しているが、着工
床面積は微減傾向。建設費高騰によるプロ
ジェクトの中止・延期の発生状況を注視

建 築

防災･減災､国土強靱化加速化対策に基づく
国交省工事、高速道路4車線化及びRN-PJ、
自衛隊施設強靱化計画などを狙う。民間工
事では原発再稼働、再エネ、カーボンニュートラ
ル関連の工事に注力

国土強靭化による公共事業と脱炭素に関連す
る民間投資の堅調な推移が景況感を下支えす
る。担い手不足や資材価格の高騰といった課
題が依然としてあるものの土木工事量は過去
数年規模を維持継続

土 木

過去の受注案件の経験を活かし、さらなる案件
獲得に取り組む。業績については確実な収益
確保を見込む

官民連携市場は、アリーナやウォーターPPPが本
格的に案件化。再生可能エネルギー市場は、イ
ンフレ等によるコスト増があるものの、データセン
ターや半導体工場などの相次ぐ稼働も影響し、
再エネの価値が上昇。市場は拡大傾向

イ ン フ ラ
運 営
（ M K ）

再エネ価値の高まりを背景として着実に開発案
件を推進。電力小売事業やO&M事業の拡大
により収益増を見込む

イ ン フ ラ
運 営
（JWD）

完全週休2日制を実施しながらも、受注時利
益率の改善と適切な価格設定により収益確保
を見込む

道路事業費は2010年度以降横ばい、アスファ
ルト合材出荷量は減少傾向舗 装

バッテリー仕様機やICT建機を中心とした高付
加価値製品の販売・レンタルを強化、また、高
利益率のサービス事業を確実に取り込むことで
利益確保を図る

国内においては、公共投資等に支えられ、ほぼ
横ばいに推移。海外においては、欧州を中心に
カーボンニュートラルに対応する製品の需要は根
強い

機 械

1. 経営環境認識
 市場環境や受注環境、資材価格等に関する当社の認識、対応

※MK：前田建設 SMC：三井住友建設 JWD：日本風力開発



32. 決算サマリー
決算サマリーセグメント

• FY25 2Q実績は、前年同期比で増収増益。売上高・事業利益・EBITDA・当期利益はHD設立以来過
去最高となった

• 三井住友建設の経営統合及び各セグメントの業績見直しにより、通期計画を上方修正
• 当期利益は、投資資産の評価益計上等により、前年同期比で165億円増加（前年同期比204％増）

• 11月14日の通期業績予想の見直しに伴い、期首時点より期末配当を25円増配

イ ン フ ロ ニ ア

• 前田建設の２Q実績は、前年同期比で増収増益。上方修正した通期計画達成に向け、順調に進捗
• 三井住友建設の通期業績は、手持工事の順調な進捗により、計画達成を見込む建 築

• 前田建設の２Q実績は、前年同期比で増収減益。重点現場の工事進捗管理及び設計変更の獲得
額向上により、通期計画達成を見込む

• 三井住友建設の通期業績は、手持工事の工事進捗管理、設計変更の獲得並びに新規案件の早期
着手により、計画達成を見込む

土 木

• 前田建設グループの２Q実績は、前年同期比で増収増益。愛知道路コンセッション、大阪工業用水等
のコンセッション事業の着実な進捗、菰野ヴィラ売却により、通期業績は増収増益を見込む

• 日本風力開発の２Q実績はほぼ横ばい。案件売却スケジュールの見直しにより、通期計画を下方修正

イ ン フ ラ
運 営

• 2Q実績は、受注時利益管理の徹底や、適切な価格転嫁により、前年同期比で増収増益
• 受注時利益率の確保や適正な販売単価の維持により通期計画の達成を見込む舗 装

• ２Q実績は、一部産機製品及び建機商品の販売台数減少により、前年同期比で減収増益
• 高付加価値製品の販売拡大と環境商品レンタル分野を中心としたレンタル事業拡大により、通期計画
達成を見込む

機 械



43. 資本戦略・還元方針／FY25 2Q時点の実績と通期見込

FY25 2Q実績・
通期見込FY24実績Medium-term Vision 2027

期末業績予想の上方修正に
伴い、通期見込みを更新11.9％（通期）7.5％12.0％ROE資本効率

三井住友建設株式取得に伴
うブリッジローン調達により有利
子負債が増加

30.0％（2Q）35.8％30％以上自己資本比率
最 適
資本構成

1.0倍（2Q）0.8倍1.0倍以下D/Eレシオ

種類株式配当は除く40.0％48.3％FY25~27
40％以上

配当性向

株主還元
期末業績予想の上方修正に
伴い、前期比で1株あたり25
円増配

30円（中間）
55円（期末）60円/株下限配当

60円/株配当額

方針に基づき売却を推進中
株価上昇により、純資産に占
める割合は増加

15.5%（2Q）14.7％FY27までに
保有ゼロ

政策保有株/
純資産割合

資 産
効率化 保有資産の精査、売却候補

の選定やスキームの検討を実
施

ーーFY27までに
100億以上

保有不動産
の売却
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4-1. インフロニア・ホールディングスの業績数値の推移

※
EBITDA 2Q EBITDA EBITDAマージン

当期利益 2Q当期利益 当期利益率

＊通期実績値：FY22よりIFRS基準による数値 ＊2Q実績値：FY23よりIFRS基準による数値

IFRS事業利益 2Q事業利益 事業利益率

付加価値額 2Q付加価値額

事業利益

EBITDA

当期利益

付加価値額

（億円）

（億円）

（億円）

（億円）

EBITDA＝ 事業利益＋減価償却費（IFRS） 付加価値額＝事業利益＋減価償却費＋総人件費＋研究開発費（IFRS)

（計画）

（計画）
（計画）

（計画）

375 

464 515 485 

792 

238 146 244 

5.7% 7.0%

0

400

800
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通期第2四半期

前期比
FY25FY24

進捗率
前年FY25FY24

11/14修正計画通期実績同期比2Q実績2Q実績
2,85511,3308,47537.5%438 4,245 3,807売上高

423(13.9%)1,5781,15537.8%127(14.1%)597 (12.3%)470売上総利益

251(8.2%)93468337.8%26(8.3%)353 (8.6%)327一般管理費

134(1.3%)148140%△4(0.0%)0(0.1%)4 持分法による投資利益

381(10.8%)1,22083935.5%116(10.2%)433(8.3%)317EBITDA

307(7.0%)79248530.8%97(5.7%)244(3.8%)146 事業利益

△21618―△549その他の収益

619332―△21012 その他の費用

244(6.3%)71547133.1%93(5.6%)237(3.8%)143 営業利益

93198105―13014313 金融収益

108979―33027 金融費用

230(4.9%)55432444.3%165(5.8%)246 (2.1%)81当期利益 ※1

―5,6495,191――5,4724,940自己資本

―11.9%7.5%――――ROE（普通株式）

―212.0円123.7円――――EPS

4-2. インフロニア・ホールディングスの業績数値

※1  親会社の所有者に帰属する当期利益
※数値は小数点以下を四捨五入しているため、表記数値の合計は一致しない

（億円）

• FY25 2Q実績は、前年同期比で増収増益。売上高・事業利益・EBITDA・当期利益はHD設立以来過去最高となった

• 三井住友建設の経営統合及び各セグメントの業績見直しにより、通期計画を上方修正

• 当期利益は、投資資産の評価益計上等により、前年同期比で165億円増加（前年同期比204％増）



75. セグメント別 業績数値（前年同期比）

※

※

※MK：前田建設 JWD：日本風力開発 ※舗装セグメントはPPA資産の償却が加味されている ※インフラ運営セグメントのJWDはPPA資産の償却が加味されている
※数値は小数点以下を四捨五入しているため、表記数値の合計は一致しない ※FY25 2Qでセグメント変更を行ったため、前期数値・期首計画も新セグメントにて算出している

（億円）

進捗率
（通期計画比）

前年
同期比

FY25FY24
2Q実績2Q実績

37.5%4384,2453,807売上高
36.6%2751,8391,564建築
28.5%120790670土木
45.6%221,2521,230舗装
43.6%△ 25175200機械
53.2%47156108MKインフラ

運営 40.7%02222JWD
38.7%01212その他
37.8%127(14.1%)597(12.3%)470売上総利益
38.7%84(10.9%)201(7.5%)117建築
32.5%13(18.8%)148(20.2%)135土木
43.0%22(14.1%)176(12.6%)155舗装
37.7%△ 3(23.0%)40(21.4%)43機械
44.8%13(16.7%)26(12.0%)13MKインフラ

運営 28.6%△ 1(17.4%)4(24.2%)5JWD
13.3%0(14.7%)2(11.6%)1その他
35.5%116(10.2%)433(8.3%)317EBITDA
44.6%92(7.2%)132(2.6%)40建築
35.3%16(13.4%)106(13.4%)90土木
43.0%4(10.4%)131(10.3%)127舗装
38.3%△ 4(10.3%)18(11.1%)22機械
41.6%12(31.4%)49(34.6%)37MKインフラ

運営 ー△ 3(-50.1%)△11(-36.6%)△ 8JWD
5.4％0(76.7%)9(70.7%)9その他

30.8%98(5.7%)244(3.8%)146事業利益
45.0%81(4.7%)87(0.4%)6建築
36.7%14(10.6%)84(10.4%)70土木
39.4%3(6.2%)78(6.1%)75舗装
20.8%△ 5(2.6%)5(5.1%)10機械
36.4%7(2.8%)4(-2.6%)△ 3MKインフラ

運営 ー△ 3(-83.4%)△18(-68.8%)△ 15JWD
2.4%1(33.7%)4(26.7%)3その他



85. セグメント別 業績数値（通期計画推移）

※

※

※MK：前田建設 JWD：日本風力開発 ※舗装セグメントはPPA資産の償却が加味されている ※インフラ運営セグメントのJWDはPPA資産の償却が加味されている
※数値は小数点以下を四捨五入しているため、表記数値の合計は一致しない ※FY25 2Qでセグメント変更を行ったため、前期数値・期首計画も新セグメントにて算出している

（億円）

期首計画比
②ー①

FY25
11/14修正計画②

2,36711,330
1,1795,027
1,0372,776

1722,748
0401

23293
△4054
△431
274(13.9%)1,578
133(10.3%)520
144(16.4%)456
18(14.9%)409
0(26.4%)106
8(19.8%)58

△29(25.9%)14
0(48.4%)15

302(10.8％)1,220
72(5.9％)296

104(10.8％)300
6(11.1％)305
0(11.7％)47

11(40.6％)119
△29(-26.0％)△14
138(538.7％)167
247(7.0%)792

46(3.8%)193
75(8.2%)229
6(7.2%)198
0(6.0%)24

11(4.1%)12
△29(-55.6%)△30
138(535.5%)166

FY25
期首計画①

8,963
3,848
1,739
2,576

401
270
94
35

(14.5%)1,304
(10.1%)387
(17.9%)312
(15.2%)391
(26.4%)106
(18.5%)50
(45.7%)43
(42.9%)15
(10.2％)918
(5.8％)224

(11.2％)196
(11.6％)299
(11.7％)47
(40.0％)108
(16.0％)15
(82.9％)29

(6.1%)545
(3.8%)147
(8.9%)154
(7.5%)192
(6.0%)24
(0.4%)1

(-1.2%)△ 1
(80.0%)28

FY25
9/30修正計画
11,310
5,007
2,776
2,748

401
293
54
31

(13.8%)1,561
(10.0%)503
(16.4%)456
(14.9%)409
(26.4%)106
(19.8%)58
(25.9%)14
(48.4%)15
(10.6％)1,201
(5.6％)279

(10.8％)300
(11.1％)305
(11.7％)47
(40.6％)119

(-26.0％)△14
(532.3％)165

(6.8%)773
(3.5%)176
(8.2%)229
(7.2%)198
(6.0%)24
(4.1%)12

(-55.6%)△30
(529.0%)164

FY24
通期実績

8,475売上高
3,207建築
1,420土木
2,631舗装

410機械
245MKインフラ

運営 61JWD
502その他

(13.6%)1,155売上総利益
(9.3%)299建築

(19.9%)283土木
(14.0%)368舗装
(22.1%)91機械
(12.7%)31MKインフラ

運営 (43.4%)27JWD
(11.3%)57その他
(9.9％)839EBITDA
(5.5％)177建築

(12.7％)180土木
(11.8％)310舗装
(11.2％)46機械
(32.7％)80MKインフラ

運営 (△3.3％)△2JWD
(9.6％)48その他
(5.7%)485事業利益
(3.5%)113建築

(10.7%)152土木
(7.5%)197舗装
(5.3%)22機械

(△1.7%)△ 4MKインフラ
運営 (△25.4%)△ 16JWD

(4.4%)22その他



96. セグメント分類変更について

前田建設グループ会社 三井住友建設グループ会社

新セグメント現セグメント社名会社分類

土木＞土木三井住友建設(株)親会社

建築＞建築

土木＞その他太陽光発電

舗装＞土木三井住建道路(株)連結子会社

舗装＞土木太陽光発電

土木＞土木三井住友建設鉄構エンジニアリング(株)連結子会社

土木＞土木ドーピー建設工業(株)連結子会社

建築＞建築(株)SMCR連結子会社

土木・建築＞土木・建築SMCプレコンクリート(株)連結子会社

土木＞土木SMC商事(株)連結子会社

建築＞建築

その他＞保険代理店

土木・建築＞土木・建築SMCテック(株)連結子会社

土木・建築＞土木・建築SMCCフィリピンズ連結子会社

土木・建築＞土木・建築SMCCマレーシア連結子会社

その他＞その他台湾三住建設股份有限公司連結子会社

新セグメント現セグメント社名会社分類

建築＞その他(株)ＪＭ連結子会社

建築＞その他(株)エフビーエス + アコス連結子会社

建築＞その他THAI MAEDA 
CORPORATION,LIMITED連結子会社

土木＞その他フジミ工研(株) + 日本セグメント工業連結子会社

その他＞その他インフロニアデジタルソリューション(株)連結子会社

その他＞その他(株)ジェイシティー連結子会社

その他＞その他(株)リアルテック連結子会社

建築＞その他Maeda Vietnam Co.,Ltd連結子会社

インフラ＞その他(株)ちばｼﾃｨ消費生活ﾋﾟｰｴﾌｱｲ・ｻｰﾋﾞｽ連結子会社

インフラ＞その他東大阪消防PFIサービス(株)連結子会社

インフラ＞その他さくらんぼ東根学校PFIサービス(株)連結子会社

インフラ＞その他盛岡地区消防PFIサービス(株)連結子会社

インフラ＞その他エネシーベース鹿児島(株)連結子会社

インフラ＞その他さきたまプールPFIサービス(株)連結子会社

その他＞その他(株)光邦持分法適用関連会社

その他＞その他東洋建設(株)持分法適用関連会社

その他＞その他光が丘興産(株)持分法適用関連会社

三井住友建設との経営統合に伴い、前田建設と三井住友建設の関係会社セグメント分類を整理した
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1,480 1,202 

2,327
8.0% 7.7% 7.2%

9.0%

9.4%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25(計画)

7-1. 手持工事高、受注高、受注時利益率の推移（通期）【前田建設】

建

築

土

木

 建築の受注高は堅調に推移し、受注時利益率は高水準を維持。期末での手持工事高は前年同様高水準を見込む
 土木の受注高は堅調に推移し、受注時利益率も高水準を維持。期末での手持工事高は直近3年で最高額を見込む

受注高・受注時利益率※

受注高合計 受注高 2Q実績 受注時利益率_実績（億円）

受注高合計 受注高 2Q実績 受注時利益率_実績（億円）

建

築

土

木

※前田建設の業績数値

（億円）

1,604 

1,064 

1,521 
1,664 

1,780 

479 339 
590 686 777 

9.7%
11.8% 11.2%

12.2%
10.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25(計画)

3,747 

4,173 

4,812 
4,507 

5,865 

3,949 
4,400 

4,655 5,144 5,006 

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

2,912 2,899 

2,551 

2,717 

2,936 

3,235 

2,785 
2,692 

2,872 
2,997 

2,000

2,500

3,000

3,500

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

手持工事高※手持工事高※

期末2Q（億円）

期末2Q
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1,163 

1,742 

1,306 

994 
1,200 

597 
1,143 800 

419 413 

12.6%
10.1%

11.1% 10.6%
13.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25(計画)

1,933 
1,507 

1,101 1,104 1,300 

929 823 666 627 480

9.8% 9.6%

10.2%
12.8%

10.5%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25(計画)

3,887 3,821 

3,197 

2,316 

1,660 

3,866 
3,480 3,369 

3,021 

1,905 

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

3,301 
3,631 3,564 

3,153 

2,846 

3,203 

3,465 
3,369 

3,021 
2,897 

2,000

2,500

3,000

3,500

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

7-2. 手持工事高、受注高、受注時利益率の推移（通期）【三井住友建設】

建

築

土

木

受注高・受注時利益率※

受注高合計 受注高 2Q実績 受注時利益率_実績（億円）

受注高合計 受注高 2Q実績 受注時利益率_実績（億円）

建

築

土

木

手持工事高※

※三井住友建設の業績数値

期末2Q
（億円）

期末2Q（億円）

 建築の受注高は堅調に推移し、受注時利益率は高水準を維持。期末での受注時利益率は10.5％以上を見込む
 土木の受注高は前年同期並みに推移し、受注時利益率も高水準を維持。期末での受注高は前年を上回る見込み



12

資本

5,429 
5,778 

その他負債

5,127 

6,886 

有利子負債

3,952 

5,590 

投資資産等

2,154 
2,396 

無形資産等

4,120 
4,497 

有形固定資産

2,225 

2,628 

流動資産

6,009 

8,733 

8. 連結貸借対照表の主な増減の要因

14,507

18,254

（億円）

14,507
(13,577)※1

18,254
(17,354)※1

（億円）

公共施設等
運営権※3

930

※1 ( )・・・公共施設等運営権を除いた数値
※2 有利子負債＝短期借入金、⾧期借入金、ノンリコース借入金（1年以内返済予定も含む）、社債
※3 公共施設等運営権：コンセッション事業などの数年にわたって公共施設を運営する権利の譲渡を

受ける際に支払われる対価

公共施設等
運営権※3

900

2.3%
(2.4%)ROA ※1

三井住友建設新規連結
＋747

借入金＋891

3,746
(3,716)

2,725

1,759

1,638

主な要因

※2

FY24 4Q時点

3.4%
(3.6%)ROA ※1

FY25 通期見込み

主な要因

三井住友建設新規連結
＋2,039

※2

資産 負債・資本

3,746

三井住友建設新規連結
＋3,526

FY24 FY25 2Q FY24 FY25 2Q

三井住友建設新規連結
＋168

三井住友建設新規連結
＋399

三井住友建設新規連結
＋344
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 11月13日にHD設立以来の株価最高値を更新
 中期経営計画に定めた資本戦略の実施および業績目標達成により資本効率を意識した経営を進める

9.株価の推移（2025年11月13日時点）

0％

※2021年10月1日時点の株価を基準(0)とした、株価の伸び率を％で表示

最安値
896円(2022年6月20日)

インフロニア

TOPIX

自己株取得
200億円

自己株取得
100億円

自己株取得
100億円

2025年度

配当性向 42.2%
総還元性向 111.2%

配当性向 39.7%
総還元性向 69.5%

配当性向 46.3％
総還元性向 78.7％ 配当性向 48.3％

最高値
1,806円(2025年11月13日)

2025.11.13終値(1,806円)にて算定指 標

8.5倍（予定）P E R

1.12倍P B R
（ 普 通 株 式 ）

4.7%（予定）配当利回り

引き続き
積極的な
IRを実施

2024年度2023年度

配当性向 40％（予定）

2022年度2021年度

アジア、欧州・北米IRの実施
(2025年6月、7月、10月)



1410. 社債型株式発行による財務指標等への影響

F Y 2 5 通 期 見 込算 定 式財 務 指 標

= 11.9%
554ー 26※1当期純利益 ー 優先配当ROE

(普通株式) ((5,191-968) ＋ (5,649-968))/2自己資本 ー 社債型種類株式に係る純資産
（※二期平均）

= 212.0円
554ー 26※1当期純利益 ー 優先配当EPS

(普通株式) 24,904万株発行済株式数（普通株式）

= 1.12倍
1,806円※2 × 27,485万株※3時価総額（普通株式）PBR

(普通株式・2Q時点) 5,471ー968 ー26※1-26自己資本 ー 社債型種類株式に係る純資産 ー 優先配当

ー新株予約権（CB）※4

=   1.02倍
5,792有利子負債

D/Eレシオ
5,649自己資本（種類株式を含む）

※1 社債型種類株式配当金 26億円
※2 株価は2025.11.13終値にて算定（1,806円）
※3 自己株式を含む
※4 2024年3月に発行したユーロ円建転換社債型新株予約権付社債（グリーンCB）に関する新株予約権

 社債型種類株式は普通株式とは区別され、PBR算定時の純資産からは除く
 ROE・EPSは、優先配当分が差し引かれる為、普通株主に帰属する当期純利益は減少 （単位のないものは億円）

※4



前田建設（個別）
三井住友建設

建 築
前田建設（個別）
三井住友建設

土 木
前田建設グループ

インフラ運営
日本風力開発（連結）

インフラ運営
前田道路（連結）

舗 装
前田製作所（連結）

機 械
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2,185 2,172 

2,744 

3,449 
3,589 

235 238 231 338 
392 

85 84 48 141 185 

10.8% 11.0%

8.4%
9.8%

10.9%

3.9% 3.9%

1.7%

4.1%

5.2%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

1,021 
882 

1,075 

1,360 
1,606 

92 74 69 106 185 
14 5

87 

9.0%
8.4%

6.4%
7.8%

11.5%

1.4%
-0.1%

-1.7%

0.4%

5.4%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

1-1. 売上高、売上総利益、営業利益の推移

※海外の主要現地法人の売上高、売上総利益はインフロニア・ホールディングス 建築セグメントに含まれる

前田建設 個別 建築セグメント（不動産含む）

第2四半期 通 期

（億円） （億円）

営業利益
営業利益率_実績

売上高
売上総利益
売上総利益率_実績

営業利益
営業利益率_実績

売上高
売上総利益
売上総利益率_実績

 FY25 2Q 採算性が良い手持工事の順調な進捗により、前年同期比増収増益
 FY25計画 手持工事の順調な消化と新規受注工事の進捗により、売上高・利益ともに通期計画を上方修正

(計画修正)
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727 570 660 539 399 

1,887 2,046 
2,242 

3,368 3,537 

5 6 
96 

31 11 

2,619 2,623 

2,999 

3,938 3,946 

8.0%
7.7%

7.2%

9.0%
9.4%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

624 
242 138 146 159 

628 

860 
1,324 

1,063 

2,157 0
5 

27 
2 

11 

1,253 
1,107 

1,488 

1,211 

2,327 

7.8%

5.9%
6.6%

9.3% 9.6%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

1-2. 受注高と受注時利益率の推移
建築セグメント（不動産含む）

第2四半期 通 期

（億円）

前田建設 個別

過去最高（億円）

受注高（国内官庁）
受注高（国内民間）
受注高（海外）
受注時利益率_実績

受注高（国内官庁）
受注高（国内民間）
受注高（海外）
受注時利益率_実績

 FY25 2Q 計画通りに受注できており、受注時利益率も9.6%と高水準を達成
 FY25計画 期中に受注確度が高まり、通期計画を上方修正。また、受注高・受注時利益率は過去最高を更新する見込み

過去最高

(計画修正)
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10.4% 4.7% 6.1%
15.1% 11.4%

2.6%

7.2%【8.8％】 21.9%【6.0％】

9.9%【8.0％】

10.2%【6.5%】 13.8%【15.5%】 28.0%

38.7%【6.3％】 22.1%【7.4％】 39.6%【6.9％】 23.0%【7.8%】
27.5%【9.1%】

28.3%

12.6%【8.0%】

3.7%【8.2%】

7.9%【7.8%】

5.3%【8.7%】
7.5%【10.3%】

6.7%

13.0%【8.4%】

24.2%【9.5%】

18.8%【8.4%】

13.5%【8.7%】
8.9%【8.7%】

11.3%

6.0%【7.3％】
13.3%【4.9％】

13.5%【4.6％】

15.4%【7.3%】

21.9%【6.6%】 10.1%

12.1%【4.5％】 10.1%【5.6％】 4.2%【8.7％】

17.5%【7.2%】
9.0%【10.6%】 13.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

FY20 FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

1-3. 建物用途別 受注比率の推移

【 】の中は、受注時利益率の実績

事務所・庁舎

倉庫・流通施設

工場・発電所

宿泊・商業施設

住宅

教育研究
文化施設
医療・福祉施設

その他

(計画)

前田建設 個別

 大型案件受注により「住宅」、「文化施設」、「事務所」の受注比率が高まる見通し

建築セグメント（国内、不動産含む）
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発注者：MGM大阪株式会社

（仮称）大阪ＩＲプロジェクト ブロックC新築工事 沼津市新中間処理施設整備運営事業

発注者：沼津市

展示場・会議場 用 途 

2025年10月～2030年秋頃 工 期 

 

ごみ処理施設・リサイクル施設 用 途 

工場棟：RC造、S造、SRC造、地上６階、地下2階
管理棟：S造、地上3階構造・規模 

工場棟： 15,819.39㎡
管理棟： 685.12㎡ 

延床面積 

2025年7月～2029年12月 工 期 

大阪・夢洲に計画されている統合型リゾート(IR)の建設工事とな
ります。大阪IRは国際会議場や展示場、ホテル、レストラン、高
級ブランド店、エンターテイメント施設、カジノなどから構成されてお
り、当社はその中でMICE施設(国際会議場・展示等施設)を建
設します。大阪IRは、国際的な展示会、見本市、各種催事に対
応した、質・規模ともに世界水準の施設を目指しており、宿泊や
飲食、物販、サービス施設との機能連携や良好なアクセスの確
保によって利用者が快適に利用できるオールインワンのMICE拠点
としての整備が計画されています。

現稼働中の清掃プラントは昭和51年稼働開始で、耐震性が確保
されていない建築物と診断されており、大規模災害が発生した場
合の多大な被害が懸念されておりました。本案件は、このような懸
念を払拭するため、十分な耐震性を確保することはもちろんのこと、
燃焼炉やリサイクル処理システムに最新の技術を用いて、環境負
荷の低減と効率的なリサイクルを進めるとともに、焼却によって生じ
る熱エネルギーを最大限回収して発電や余熱利用に有効活用す
ることで、循環型社会の形成及び地球温暖化防止を推進できる
施設計画となります。

1-4. トピックス「国際基準のMICE施設」「循環型社会に対応した中間処理施設」
前田建設 個別 建築セグメント



21
建

築

土

木

イ
ン
フ
ラ
Ｍ
Ｋ

イ
ン
フ
ラ
Ｊ
Ｗ
Ｄ

舗

装

機

械

837

-146 -196

1,030

2

-53

1,203

59 5

1,120

-57-113

887

61
2

142

197
302

260

227

-17.4%

0.2%

4.9%

-5.1%

6.9%

-23.4%

-5.1%
0.4%
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-0.15

-0.05

0.05

0.15

0.25

-500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

1,983

-81
-192

2,250

-211
-328

2,476

16

-98

2,308

29

-76

1,698

128
3

303

428
619

560

499

-4.1%
-9.4%

0.6% 1.3%

7.5%

-9.7%

-14.6%

-3.9%
-3.3%

0.2%

-0.25

-0.15
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0.05

0.15

0.25

-500
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2,500
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1-5. 売上高、売上総利益、営業利益の推移
三井住友建設 個別＋海外現法 建築セグメント（不動産含む）

第2四半期 通 期

（億円） （億円）

営業利益
売上総利益率_実績
営業利益率_実績

売上高（国内）
売上高（海外）
売上総利益

 FY25 2Q 繰越高の減少により、売上高は大きく減少したが、国内大型工事の損失影響がなかったため、前年同期比、減収増益
 FY25計画 手持工事の順調な進捗により、売上高、利益ともに期首計画を達成する見込み

営業利益
売上総利益率_実績・計画
営業利益率_実績・計画

売上高（国内）
売上高（海外）
売上総利益

※売上高（海外）は、三井住友建設個別における海外売上高と海外現法における売上高の合算
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259 
49 52 87 120 

1,645 

1,341 

958 977 
1,120 

475 

497 

513 479 

448 

2,379 

1,887 

1,523 1,543 

1,688 

8.7%

8.5%

11.1%
12.4%

10.5%

0

1,000

2,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25(計画)

1-6. 受注高と受注時利益率の推移
建築セグメント（不動産含む）

第2四半期 通 期

（億円） （億円）

受注高（国内官庁）
受注高（国内民間）
受注高（海外）
受注時利益率_実績

受注高（国内官庁）
受注高（国内民間）
受注高（海外）
受注時利益率_実績

 FY25 2Q 受注高は、期首計画通りに順調に推移している
 FY25計画 受注予定案件の確実な受注により、期首計画は達成の見込み、受注時利益率は、10.5％以上を見込む

三井住友建設 個別＋海外現法

※受注時利益率の実績は国内建築工事の実績
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4.9%【11.2%】

6.0%【13.7%】
12.1%【9.4%】

5.9%【15.4%】 8.1%【16.7%】 8.2%

13.8%【7.6%】 11.9%【9.8%】 5.3%【11.5%】
9.4%【12.5%】 6.4%【10.9%】

19.6%

31.3%【9.4%】
25.2%【-5.2%】

34.0%【-12.0%】

23.3%【10.4%】

54.0%【11.1%】

19.3%

7.0%【9.1%】

5.9%【13.6%】

12.9%【8.1%】 30.0%【10.1%】

11.9%【15.2%】

20.5%

11.3%【11.0%】
31.1%【10.1%】

15.4%【12.2%】
16.0%【9.5%】

14.3%【12.9%】

24.9%
21.4%【7.4%】

16.3%【4.9%】 10.8%【8.7%】 8.9%【12.2%】

1.0%【4.9％】
8.3%

10.2%【9.8%】
3.5%【10.5%】

9.5%【10.8%】
6.4%【14.5%】 4.3%【15.2%】 6.4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

FY20 FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

1-7. 建物用途別 受注比率の推移

【 】の中は、受注時利益率の実績

事務所・庁舎

倉庫・流通施設

工場・発電所

宿泊・商業施設

住宅

教育研究
文化施設
医療・福祉施設

その他

(計画)

 「工場・発電所」、「教育研究文化施設」、「宿泊施設」の案件の受注を見込んでおり、例年より比率が高まる見通し

建築セグメント（国内、不動産含む）三井住友建設 個別
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発注者：公立大学法人名古屋市立大学

名古屋市立大学田辺通キャンパス整備工事

名古屋市立大学が大きく生まれ変わる、キャンパス再編整備プロジェクトが進行中です。田辺通キャンパスでは、既存の薬学研究科や先端薬学研究・
共同利用研究施設等に加えて、理学研究科・総合生命理学部が移転する計画となっており、研究の拠点として新棟の整備、食堂の拡張などを行い
ます。自然科学領域を融合し、多様な人々が集う共創空間となるキャンパスを目指し、将来の学生達に喜んでもらえる施設づくりを、これまでの様々な
施設建設の実績から得たノウハウを活かし、施工を進めてまいります。

教育・文化・研究施設用 途

S造、地上６階構造・規模

約11,200㎡延床面積

2025年6月～2027年5月工 期

1-8.  トピックス「教育・文化・研究施設」に係る取組
建築セグメント三井住友建設 個別



セグメント別ハイライト

前田建設
三井住友建設

建 築
前田建設
三井住友建設

土 木
前田建設グループ

インフラ運営
日本風力開発（連結）

インフラ運営
前田道路（連結）

舗 装
前田製作所（連結）

機 械
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1,426 
1,514 

1,615 

1,484 

1,650 

261 279

421 

293 300 

150 162

292 

149 158 

18.3% 18.4%

26.1%

19.7%

18.2%

10.5%

10.7%

18.1%

10.0%

9.6%

0

500

1,000

1,500

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25(計画)

615 
678 

825 

661 
713

95 131 
238 

136 133
43 75

178
67 70

15.4%

19.2%

28.8%

20.6%

18.7%

7.0%

11.1%

21.6%

10.1%

9.9%

0

500

1,000

1,500

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

2-1. 売上高、売上総利益、営業利益の推移

第2四半期 通 期

（億円） （億円）

前田建設 個別

営業利益
営業利益率_実績

売上高
売上総利益
売上総利益率_実績

営業利益
営業利益率_実績

売上高
売上総利益
売上総利益率_実績

 FY25 2Q 売上高は順調に推移。今期完成の大型案件が少ないため前年同期比で利益が減少し、増収減益
 FY25通期 重点現場の工事進捗管理及び設計変更の獲得額向上により、通期計画達成を見込む

土木セグメント
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625 671 
903 1,007 1,000 

974 

394 

618 
652 

780 

1,604 

1,065 

1,521 1,664 
1,780 

9.7%
11.8%

11.2%
12.2%

10.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25(計画)

202 210 
337 417 

317 

277 
129 

252 
270 460 

482 
340 

591 
686 

777 8.2%

12.7% 12.5%
12.1% 11.7%

0

500

1,000

1,500

2,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

2-2. 受注高と受注時利益率の推移

第2四半期 通 期

（億円） （億円）

前田建設 個別

 FY25 2Q 受注は堅調に進捗。大型特命工事を始め民間工事が牽引し前年同期比で増加
 FY25 通期 官民共に下期に集中する大型案件の受注と設計変更のさらなる獲得を目指し、通期計画達成を見込む

土木セグメント

受注高（国内官庁）
受注高（国内民間）
受注高（海外）
受注時利益率_実績

受注高（国内官庁）
受注高（国内民間）
受注高（海外）
受注時利益率_実績
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2-3. トピックス「洪水対策工事を受注」「グループ連携による風力事業」
前田建設 個別

福井県今立郡池田町水海地先施工場所

平成16年の福井豪雨を契機に始まった足羽川ダム事業は、足羽
川・日野川・九頭竜川下流域の洪水軽減を目的とする事業であ
る。部子川にダム本体を整備し、水海川など4河川の洪水を導水
する分水施設を設ける計画で、本工事は、水海川の洪水を足羽
川ダムへ導く分水堰の整備工事である。

工事概要

2025年8月8日～ 2028年9月30日工 期

■工事場所

■上流側から分水堰を望む

足羽川ダム水海川分水堰工事

土木セグメント

三森峠風力発電所建設工事

水海川分水施設

■工事場所

■完成イメージ図■完成イメージ図

福島県郡山市湖南町舟津字舟津山
福島県郡山市逢瀬町多田野字多田野高旗施工場所
べスタス製3.6MW級風車×11基の新設に係る工事一式
・風車機種：VESTAS＿V105
・風車基礎：合計11基（直接基礎タイプ：8基、杭基礎タイプ：3基）
・土木工事：風車新設に係る道路・ヤード造成等
・輸送据付：風車部材の水切から現場への輸送・据付（約125km）
・電気工事：変電所設置、送電線路工事（約23㎞）等

工事概要

2025年7月3日～2029年6月30日※売電開始予定工 期

■風車の構造

風車の諸元
発電機出力 3,600kw
高さ 136.5m
ローター直径 105m
ハブ高さ 84m

発注者：近畿地方整備局 足羽川ダム事務所 発注者：三森風力開発株式会社（日本風力開発の子会社）
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747

9959
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136
97
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80
43

629

87
39

192
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185
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11.9%
13.3%

18.0%

11.5%

13.9%
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1,300

157
80

1,562

193
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1,502

249

173

1,448
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122

1,431

186
96

390

521 428
396 369

12.1% 12.3%

16.6%

13.5% 13.0%

6.2% 6.9%

11.5%

8.4%
6.7%

-0.13

-0.08

-0.03
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0.12

0.17

0

500

1,000

1,500
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2-4. 売上高、売上総利益、営業利益の推移

第2四半期 通 期

（億円） （億円）

土木セグメント

 FY25 2Q 期末に向けて進捗する案件が多いため、2Q売上高は減少。竣工工事の採算性向上により、前年同期比で減収増益
 FY25通期 手持案件の工事進捗管理と設計変更獲得、ならびに新規案件の早期着手により通期計画達成を見込む

三井住友建設 個別＋海外現法

営業利益
売上総利益率_実績
営業利益率_実績

売上高（国内）
売上高（海外）
売上総利益

営業利益
売上総利益率_実績・計画
営業利益率_実績・計画

売上高（国内）
売上高（海外）
売上総利益

※売上高（海外）は、三井住友建設個別における海外売上高と海外現法における売上高の合算
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449 
299 
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887 
754 847 

725 700 

218 

199 
171 

142 200 

82 

829 

437 

176 
358 

1,187 

1,782 

1,455 

1,043 

1,258 

12.6%

10.1%

11.1%
10.6%

13.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25(計画)

2-5. 受注高と受注時利益率の推移

第2四半期 通 期

（億円） （億円）

 FY25 2Q 国内は前年同期比で減少となったが、海外は前年同期比で増加。採算性の高い工事の受注により受注時利益率は改善
 FY25 通期 大型案件の獲得により通期計画達成を見込む

受注高（国内官庁）
受注高（国内民間）
受注高（海外）
受注時利益率_実績

受注高（国内官庁）
受注高（国内民間）
受注高（海外）
受注時利益率_実績

土木セグメント三井住友建設 個別＋海外現法

※受注時利益率の実績は国内土木工事の実績
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2-6. トピックス 「ベナン共和国におけるODA工事」「更新工事への継続的な取り組み」

～同国および西アフリカにおける物流改善と成⾧産業の強化に寄与～
新市場への進出：西アフリカ初のプロジェクト
✓初の西アフリカでの施工案件、アフリカ市場展開の布石として注目

土木セグメント

SMC海外進出国とベナン工事箇所

現地は信号機などは整備されておらず
朝と夕方には交通渋滞が発生する状況

完成予想図（出典：株式会社アンジェロセック）

NEXCO更新工事への継続的な取り組みベナン共和国におけるODA工事を受注

コトヌ市ベドコ交差点立体交差建設計画工事名

延⾧270mのPC高架橋の建設と平面交差部の改良、
信号機の設置工事概要

2025年7月～2027年8月（26ヵ月）工 期

東名高速道路（特定更新等）富士ＩＣ～清水ＩＣ 間
床版取替工事（２０２５年度）工事名

神沢高架橋（下り線）の床版取替 約1500㎡ 中村高架橋
（上下線）八木間高架橋（上り線）の床版打換 約4500㎡
波多打川橋の塗替塗装約4000㎡
対面通行規制準備工事あり

工事概要

2025年8月～2031年12月（65ヵ月）工 期

東名高速道路（特定更新等）大井松田ＩＣ～御殿場ＩＣ
（左ルート）間鋼橋補強工事（２０２５年度）工事名

成就院橋・諸淵橋・酒匂川橋の鋼桁補強、皆瀬川橋の疲労き
裂補修、川音川橋のPC桁補修を行う工事。
鋼桁補強 3橋、疲労き裂補修 １橋、PC桁補修 1橋

工事概要

2025年8月～ 2029年7月（48ヵ月）工 期

発注者：ベナン共和国 インフラ道路・国土開発公社
（SIRAT；Société des Infrastructures Routières et de l'Aménagement du Territoire）

三井住友建設 個別

PCa工場拠点

新規受注案件

更新工事施工案件

富士清水
床版取替工事

裾野沼津
床版取替工事

大井松田
床版取替工事

発注者：中日本高速道路株式会社
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インフラ運営
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前田製作所（連結）
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3-1-1. 売上高、売上総利益、EBITDAの推移
前田建設グループ

第2四半期 通 期

（億円） （億円）

EBITDA
EBITDAマージン_実績

売上高
売上総利益
売上総利益率_実績

EBITDA
EBITDAマージン_実績

売上高
売上総利益
売上総利益率_実績

 FY25 2Q 愛知道路コンセッション、大阪工業用水コンセッション等のコンセッション事業が順調に進捗し、前年同期比で増収増益
 FY25 通期 コンセッション事業の順調な進捗、菰野ヴィラの売却により、通期計画達成を見込む

インフラ運営セグメント

173 
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31 
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他セグメントへの利益貢献
国立競技場や富山アリーナ、川口プール
等のEPC※の売上総利益

3-1-2. 利益貢献額について （通期）

利
益
貢
献
額

※EPC インフラ運営事業に伴う設計・調達・建設工事等の一括請負業務

(計画)

（億円）

案件の売却
菰野ヴィラの売却益

インフラ運営セグメントへ計上

SPC連結子会社の営業利益
愛知道路、みおつくし工業用水等の
SPCの営業利益

SPC持分法適用会社の営業損失
愛知アリーナ、国立競技場等のSPCの営
業損失を約7億円見込む

 FY25 2Q 愛知道路をはじめとした運営中のSPCの営業利益は順調に推移している
 FY25 通期 菰野ヴィラに関しては今期中に売却の予定

前田建設グループ インフラ運営セグメント

FY20 FY21 FY22 FY23 FY24 FY25
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3-1-3. 主なグループ会社（インフラ運営）のFY25 2Q実績と通期計画

※1 日本基準・単体
※2 日本基準・単体、当社出資持分：30％
※3 日本基準・単体、当社出資持分：49％

前田建設グループ

三浦下水道コンセッション㈱ ※1みおつくし工業用水コンセッション㈱ ※1愛知道路コンセッション㈱ ※1

連結子会社
(ｲﾝﾌﾗ運営ｾｸﾞﾒﾝﾄ) FY25

通期計画
FY25

2Q実績
FY24

2Q実績
FY25

通期計画
FY25

2Q実績
FY24

2Q実績
FY25

通期計画
FY25

2Q実績
FY24

2Q実績

214951021,75073470215,8097,9457,770 売上高

181622114961292,256771938営業利益

111219103911231,224247386経常利益

810126665751,121220348当期純利益

愛知国際展示場㈱ ※3仙台国際空港㈱ ※2

持分法
適用会社 FY25

通期計画
FY25

2Q実績
FY24

2Q実績
FY25

通期計画
FY25

2Q実績
FY24

2Q実績

1,4678617315,0492,4522,275売上高

327311241423202220営業利益

329319250428208223経常利益

222213165498249183当期純利益

インフラ運営セグメント

（百万円）
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3-1-4. 国内の主なインフラ運営事業

コンセッション事業

10事業

PFI事業等

19事業

包括的民間委託

23事業
（FY25 1Q時 9 事業） （FY25 1Q時 18 事業） （FY25 1Q時 18 事業）

 様々なインフラサービスにおける確かな実績
 実績に裏付けされた豊富な運営ノウハウを今後の案件獲得に活かす

インフラ運営セグメント

+
今期取組中の新規案件数

30事業

有料道路
（愛知県）

仙台空港
（国交省）

国際展示場
（愛知県）

アリーナ
（愛知県）

道の駅
（香取市）

消防署
（東大阪市）

（東村山市）
公共施設

（東村山市）

包括管理

公共施設
（常総市）

小学校
（東根市）

消防署
（盛岡市）

学校施設
（国立市）

工業用水道
（大阪市）

公共施設
（古河市）

公共施設
（鴻巣市）

複合施設
（千葉市）

PFI

自衛隊施設※3

（呉市）

浄水場
（松戸市）

給食センター
（豊田市）

自衛隊施設※2

（飯岡市）

駐車場・駐輪場
（箕面市）

給食センター
（青森市）

学校施設
（和光市）

公共施設
（佐倉市）

包括管理

公共施設
（豊明市）

包括管理

プール
（埼玉県）

国立競技場
（JSC※4）

ｺﾝｾｯｼｮﾝ

ｺﾝｾｯｼｮﾝ

ｺﾝｾｯｼｮﾝ

ｺﾝｾｯｼｮﾝｺﾝｾｯｼｮﾝ ｺﾝｾｯｼｮﾝ

下水道
（三浦市）

ｺﾝｾｯｼｮﾝ

アリーナ
（富山市）

（山陽小野田市）
複合施設

（山陽小野田市）

LABV※2

（神戸大学）
駐車場

（神戸大学）

複合施設
（大分市）

（海上保安庁）
給油施設

（海上保安庁）

学校施設
（宮崎市）

下水道
（熊本市）

展示場
（福岡市）

公共施設
（福津市）

公共施設
（糸島市）

包括管理

公共施設
（土浦市）

プール
（草津市）

道路等
（狭山市）

包括管理

包括管理

包括管理

PFI

PFI PFI

包括管理

包括管理 包括管理 包括管理

包括管理

包括管理

遊戯施設
（魚津市）

PFI

PFI

PFI

PFI

PFI

PFI

PFIPFI

PFI

PFI

PFI

アリーナ
（豊橋市）

ｺﾝｾｯｼｮﾝ

PFI

（さいたま市）
道路

（さいたま市）

包括管理

（ふじみ野市）
公共施設

（ふじみ野市）

包括管理

PFI

包括管理

道路等
（府中市）

包括管理

下水道
（富士市）

包括管理

公共施設
（伊豆市）

（北名古屋市）
公共施設

（北名古屋市）

包括管理

（世田谷区）
学校施設

（世田谷区）

包括管理

包括管理

防災拠点
（愛知県）

PFI

※1 LABV：Local Asset Backed Vehicle 官民協働開発事業体
※2 自衛隊施設（飯岡市/呉市）は２施設で１事業
※3 JSC：JAPAN SPORT COUNCIL 日本スポーツ振興センター
※4 前田道路の受託事業

New
New

公共施設
（茂原市）

包括管理

公共施設
（宝塚市）

包括管理 New

New
New

浄水場
（豊橋市）

PFI

ｺﾝｾｯｼｮﾝｺﾝｾｯｼｮﾝNew

New
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3-1-5. トピックス「PFI・愛知県防災拠点」
前田建設グループ インフラ運営セグメント

愛知県基幹的広域防災拠点整備等事業（第1期・消防学校）の落札者に決定

POINT  南海トラフ地震等の大規模災害時に救出救助部隊や緊急支援物資等の後方支援機能を担う拠点施設

 愛知県・名古屋市の共同による、全県一貫した消防教育を行う消防学校の整備

 平時の防災教育と災害時のハブ機能を両立する地域防災の最先地

 防災の発信地として防災教育の浸透・防災ビジネスの推進等を行い、防災協働社会の実現を目指す

あいち防災パートナー（株）落札者

前田建設工業（80％）
サンエイ（10％）
シダックスコントラクトフードサービス（10%）

構成
企業

BTO方式事業
方式

2026年1月～2029年3月
（3年3か月）設計・建設期間

事業
期間 2029年4月～2049年3月

（20年間）運営・維持管理期間

・設計・建設業務
・運営・維持管理業務
・食堂運営業務
・防災啓発・人材育成関連支援業務
・防災ビジネス等運営支援業務 等

主な
業務内容



セグメント別ハイライト

前田建設
三井住友建設

建 築
前田建設
三井住友建設

土 木
前田建設グループ

インフラ運営
日本風力開発（連結）

インフラ運営
前田道路（連結）

舗 装
前田製作所（連結）

機 械
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22 22 

5 4 

-8 -11

12.0%

17.4%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

-10

40

90
（億円）

FY25 FY24 

EBITDA

0

3-2-1. 売上高、売上総利益、EBITDAの推移
日本風力開発 連結

売上高
売上総利益
売上総利益率_実績

インフラ運営セグメント

第2四半期

 FY25 2Q 前年同期比で売上高・売上総利益ともにほぼ横ばい。O＆M事業の拡大に向けた人材投資を実施中
 FY25 通期 売却時期の見直しにより案件売却を見送ったため、通期計画を下方修正

通 期

61 
54 

27 

14 

-2
-14

43.4%

25.9%

-3.3%
-10%
-5%
0%
5%
10%
15%
20%
25%
30%
35%
40%
45%
50%
55%
60%

(10)

40

90
（億円）

FY25（計画修正）FY24（実績）

EBITDA
EBITDAマージン_実績

売上高
売上総利益
売上総利益率_実績

0
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16 17 14 14 

5 

14 
19 19 15 

15 
12 

12 13 

0

10

20

30

40

50

FY22 FY23 FY24 FY25 2Q

45
48

45
47

3-2-2. 運営中および開発中案件の推移

参考：日本風力開発(株)HP 風力発電までの流れ：http://www.jwd.co.jp/business/onshore/

風力発電所の
開 発 プ ロ セ ス

運営中
FIT/FIP入札予定案件

コーポレートPPAなど、FIT/FIPに頼らない案件 着工又は建設中

FS調査
風況調査
許認可調査
地元事前協議など 工事計画届

案 件
ステータス

日本風力開発 連結

 前期末比での新規2案件(117MW)を積み増し
 1Q・ 4案件、2Q・ 1案件の建設工事を開始し、現在5案件の建設工事を実施中

開発（調査・各所協議・設計等）
用地・許認可取得（FIT/FIP取得含）
環境アセスメント
電力会社手続き（系統連系）

建設
土木工事
風車組立工事
電気設備工事

運営・保守
運営
点検・保守
遠隔監視・制御

203 210 172 172 
73 536 

806 806 780 

2,443 
2,296 2,296 2,367 

0

1,000

2,000

3,000

FY22 FY23 FY24 FY25 2Q

3,182 3,312 3,274
3,392

（件） （MW）

※売却可能性のある案件も含む

案件数 ※ MW数

FIT/FIP取得済み

インフラ運営セグメント

建設段階に移行

建設段階に移行
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3-2-3. 風力発電事業の取り組み状況

運営中

約170 MW

開発中（FIT/FIP取得済）

約850 MW 約2,370 MW

渥美
（11MW）

運営中

宇久島
（100MW）

開発中

田原中山
（19MW）

開発中

1発電所
（42MW）

開発中

開発中 （入札予定
・非FIT/FIP）

愛知県

石川県

⾧崎県

1発電所
（50MW）

開発中

秋田県

三森峠
（39MW）

開発中

福島県

珠洲第1
（15MW）

運営中
珠洲第2①
（15MW）

運営中
珠洲第2②
（15MW）

運営中

千葉県

銚子小浜
（2MW）

運営中
銚子屏風
（2MW）

運営中
館山

（2MW）

運営中
鴨川

（2MW）

運営中今期着工見込

今期着工済

日本風力開発 連結

 開発から運営まで、風力事業のすべてのフェーズを自社グループで対応
 地域との共生を第一に、常に地域と対話をしながら開発を推進

鳥取県

大山
（9MW）

運営中
名和

（5MW）

運営中
中山

（8MW）

運営中

東伯
（18MW）

運営中

北海道

月越原野 他4発電所
（231MW)

開発中
6発電所

（1,285MW）

開発中

青森県

惣辺奥瀬 他11発電所
（463MW）

開発中
4発電所

（923MW）

開発中

二又
（51MW）

運営中
吹越

（20MW）

運営中

一部の案件が
今期着工済

1発電所
（71MW）

開発中

鹿児島県

インフラ運営セグメント
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前田建設
三井住友建設

建 築
前田建設
三井住友建設

土 木
前田建設グループ

インフラ運営
日本風力開発（連結）

インフラ運営
前田道路（連結）

舗 装
前田製作所（連結）

機 械
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1,064 1,112 1,182 
1,238 1,254 

103 89 147 162 187 
43 21 73 79 88 

9.6%
8.0%

12.4% 13.1%
14.9%

4.0%

1.9%

6.2% 6.4% 7.0%

0

1,000

2,000

3,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

4-1. 売上高、売上総利益、営業利益の推移
前田道路 連結

第2四半期 通 期

（億円） （億円）

※上記数値は、前田道路の従来の連結数値であり、インフロニアグループ内の連結消去を考慮していない

営業利益
営業利益率_実績・計画

売上高
売上総利益
売上総利益率_実績・計画

営業利益
営業利益率_実績

売上高
売上総利益
売上総利益率_実績

 FY25 2Q 完全週休2日制を実施しながらも、受注時利益管理の徹底や、適切な価格転嫁により、前年同期比増収増益
 FY25 通期 受注時利益率の確保や適正な販売単価の維持により通期計画の達成を見込む

舗装セグメント

2,356 
2,487 2,560 

2,679 2,616 

243 256 322 379 406 

117 115 162 198 204 

10.3% 10.3%

12.6%
14.2%

15.5%

5.0% 4.6%
6.3%

7.4%
7.8%

0

1,000

2,000

3,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25(計画)
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735 768 817 868 863 

62 61 95 111 121 
39 36 68 83 91 

8.5% 8.0%

11.6% 12.8% 14.0%

5.3% 4.7%

8.3%
9.5% 10.5%

0

1,000

2,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

営業利益
営業利益率_実績・計画

売上高
売上総利益
売上総利益率_実績・計画

54 61 72 191 
67 

703 762 785 
855 

881 
40 40 47 

33 43 797 
863 904 

1,079 992 

0

1,000

2,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

4-2. 【建設事業】受注高、売上高、売上総利益、営業利益の推移

（億円）

前田道路 連結 舗装セグメント

※上記数値は、従来の前田道路の連結数値であり、インフロニアグループ内の連結消去を考慮していない ※1 その他：関連会社の受注高（主に官庁工事）及びセグメント内取引消去高

受注高（官庁）
受注高（民間）
受注高（その他）※1

受
注
高

売
上
高
・
売
上
総
利
益
・
営
業
利
益

（億円）

（億円）

（億円）

第2四半期 通 期

※1

 FY25 2Q 完全週休2日制により売上高は減少するものの、受注時利益率の向上により前年同期比増益
 FY25 通期 受注時利益率の確保に加え、受注後の利益向上を図り、通期計画の達成を見込む

1,622 1,710 1,764 
1,868 1,800 

154 170 211 256 263 
105 120 156 198 206 

9.5% 9.9%
12.0%

13.7% 14.6%

6.5%
7.0%

8.8%
10.6%

11.4%

0

1,000

2,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25(計画)

128 180 218 317 224 

1,412 1,490 1,545 
1,585 

1,547 

80 
82 

99 
101 

116 1,621 
1,751 

1,861 2,003 1,886 

0

1000

2000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25(計画)
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329 344 365 370 
392 

40 27 52 
51 66 

28 16 43 43 54 

8.7%

4.7%

11.9% 11.8%

14.1%12.2%

8.0%

14.3% 13.8%

16.8%

0

250

500

750

1,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

4-3. 【製造販売事業】売上高、売上総利益、営業利益の推移
前田道路 連結 舗装セグメント

 FY25 2Q 前期に実施した価格転嫁の進捗と原材料費の落ち着きにより、前年同期比増収増益
 FY25 通期 外部環境に応じた適切な販売単価の維持により、通期計画の達成を見込む

第2四半期 通 期※

（億円） （億円）

※上記数値は、前田道路の従来の連結数値であり、インフロニアグループ内の連結消去を考慮していない

営業利益
営業利益率_実績・計画

売上高
売上総利益
売上総利益率_実績・計画

営業利益
営業利益率_実績

売上高
売上総利益
売上総利益率_実績

734 776 797 810 817 

89 87 111 123 143 

68 65 92 107 119 

12.1% 11.2%

13.9%
15.2%

17.5%

9.2% 8.4%

11.5%
13.2%

14.6%

0

250

500

750

1,000

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25(計画)
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4-4. トピックス「第37回出雲駅伝・冠協賛企業」として協力
前田道路 連結

 前田道路は「第37回出雲駅伝」において、冠協賛企業として協力

 今後もスポーツ振興や地域社会との連携を通じ、持続可能な社会づくりに貢献

 大会当日、うちわや水（オリジナルノベルティ）などを特設ブースにて配布

 HPに出雲駅伝特設サイトを開設

出雲駅伝の主な取り組み

舗装セグメント

maedaroad water maedaroad uchiwa



セグメント別ハイライト

前田建設
三井住友建設

建 築
前田建設
三井住友建設

土 木
前田建設グループ

インフラ運営
日本風力開発（連結）

インフラ運営
前田道路（連結）

舗 装
前田製作所（連結）

機 械
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5-1. 売上高、売上総利益、営業利益の推移

168 174 
202 215 

197 

33 34 41 44 45 

6 6 11 11 10 

19.6% 19.6% 20.5% 20.7%
23.0%

3.6% 3.3%
5.5% 5.3% 5.0%

0

100

200

300

400

500

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

371 
395 

419 
438 430 

74 78 88 92 105 

18 17 22 22 22 

19.9% 19.7% 21.0% 21.0%

24.4%

4.9% 4.3% 5.3% 5.0% 5.1%

0

100

200

300

400

500

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25(計画)

前田製作所 連結

第2四半期 通 期

（億円） （億円）

営業利益
営業利益率_実績・計画

売上高
売上総利益
売上総利益率_実績・計画

営業利益
営業利益率_実績

売上高
売上総利益
売上総利益率_実績

 FY25 2Q 受注減少や一部商品の商流変更により売上高は減少したが、価格の適正化や生産の効率化により、前年同期比で減収増益
 FY25 通期 高付加価値製品の販売拡大、環境商品を中心としたレンタル事業の拡大により、通期計画の達成を見込む

機械セグメント
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5-2. 【建設機械※1、産業・鉄構機械等※2】売上高、売上総利益、営業利益の推移※3

109 105 116 126 124 

18 17 17 19 22 8 7 6 8 10 

16.6% 16.6%
14.6% 15.0%

17.6%

7.2% 6.6% 5.4% 6.4% 7.8%

0%

5%

10%

15%

20%

0

100

200

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

48 57 
75 78 61 

9 9 18 20 17 
2 2 8 9 5 

18.4%
15.5%

24.0% 25.3%
27.8%

3.2% 3.3%

10.9% 11.5%
8.0%

0

100

200

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25

238 237 249 258 260 

41 38 39 43 51 
20 16 17 20 22 

17.2% 16.0% 15.7% 16.7%
19.6%

8.4%
6.8% 6.8% 7.8% 8.5%

0

100

200

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25(計画)

112 

136 148 157 
145 

21 29 37 38 41 

6 9 17 17 13 

18.8% 21.3%
25.0% 24.2%

28.3%

5.4% 6.6%
11.5% 10.8% 9.0%

0

100

200

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25(計画)

前田製作所 連結 機械セグメント

（億円）

建
設
機
械

産
業
・
鉄
構
機
械
等

第2四半期 通 期

（億円）

（億円）

（億円）

※1

※2

営業利益
営業利益率_実績・計画

売上高
売上総利益
売上総利益率_実績・計画

 FY25 2Q 建設機械においては、受注減少により売上高は減少したが、生産の効率化により売上総利益率は改善
産業・鉄構機械等においては、一部産機商品の商流変更の影響で減収減益

 FY25 通期 高付加価値製品の販売拡大、環境商品を中心としたレンタル事業の拡大により、通期計画の達成を見込む

※1 コマツ製品の販売・サービス・レンタルを主体とした事業 ※2 クレーン等自社製品の設計・製造・販売を主体とした事業 ※3 機械セグメントの内、主要事業である建設機械事業、産業・鉄構機械等事業の数値
※4 セグメント毎の営業利益算出時に本支店の一般管理費は控除していない
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5-3. トピックス「建機・フォークリフト事業の拡大」
前田製作所 連結

POINT ・三重県全体の一括運営による事業効率の向上と利益改善
・ブランド力の拡大による収益向上

コマツからの事業移管により、2026年4月から三重エリアで建設機械・フォークリフト事業を拡大

機械セグメント

● 2020年～
● 2025年～

● 2020年～
● 2025年～
● 2026年～

三重県内のコマツ事業は現在、
前田製作所4拠点とKCSJ4拠
点であり、移管後は、前田製
作所が8拠点となる

リフト事業拠点

2026年4月～

現在

現状

北部で事業建機三
重
県 事業展開無しリフト

事業移管後

三重県全域

三重県全域
KCSJ :コマツカスタマーサポート



FY25 2Q実績とFY25通期計画



52（億円）1. 前田建設【連結】 FY25 2Q実績と通期計画
２Q

進捗率
FY25

通期計画
前年

同期比
FY25

2Q実績
FY24

2Q実績

44.5%6,0303232,6812,358売上高

44.5%3,9902091,7761,567計

建築 -%-2261,7341,508国内

-%-△174259海外

43.0%1,71267737670計

土木 -%-68737669国内

-％-△101海外

52.5%29748156108インフラ運営

38.7%31△11213その他

45.0%(13.6%)822102(13.8%)370(11.4%)268売上総利益

45.1%(11.0%)43980(11.1%)198(7.5%)118計

建築 -%(-%)-82(11.2%)195(7.5%)113国内

-%(-%)-△2(7.1%)3(8.5%)5海外

46.0%(18.2%)3118(19.4%)143(20.1%)135計

土木 -%(-%)-8(19.4%)143(20.2%)135国内

-%(-%)-0(ー%)0(ー%)0海外

46.6%(19.5%)5814(17.1%)27(12.2%)13インフラ運営

21.4%(45.2%)141(21.5%)3(13.9%)2その他

48.5%(6.8%)408△8(7.4%)198(8.7%)206一般管理費

41.5%(6.9%)414110(6.4%)172(2.6%)62営業利益

30.8%(9.2%)55299(6.3%)170(3.0%)71経常利益

26.6%(11.0%)662128(6.6%)176(2.1%)48当期純利益



53
（億円）

2. 前田道路【連結】 FY25 2Q実績と通期計画

2Q
進捗率

FY25
通期計画

前年
同期比

FY25
2Q実績

FY24
2Q実績

48.0%2,616161,2541,238売上高

47.9%1,800△5863868建設事業

48.0%81722392370製造販売

46.0%(15.5%)40625(14.9%)187(13.1%)162売上総利益

46.0%(14.6%)26310(14.0%)121(12.8%)111建設事業

46.1%(17.5%)14315(16.8%)66(13.8%)51製造販売

48.9%(7.7%)20216(7.9%)99(6.7%)83一般管理費

43.1%(7.8%)2049(7.0%)88(6.4%)79営業利益

43.5%(7.9%)20710(7.2%)90(6.5%)80経常利益

45.6%(5.2%)13710(5.0%)63(4.3%)53当期純利益



54
２Q

進捗率
FY25

通期計画
前年

同期比
FY25

2Q実績
FY24

2Q実績

45.8%430△18197215売上高

47.7%260△2124126建設機械

42.1%145△156178産業・鉄構機械等

52.0%2511312介護用品・その他

42.9%(24.4%)105145   (23.0%)44   (20.7%)売上総利益

43.1%(19.6%)51322   (17.7%)19    (15.1%)建設機械

41.5%(28.3%)41△317   (27.9%)20    (25.6%)産業・鉄構機械等

46.2%(52.0%)1306   (53.1%)6    (50.0%)介護用品・その他

42.2%(19.3%)83236   (18.0%)33    (15.3%)一般管理費

45.5%(5.1%)22△210     (5.0%)11      (5.3%)営業利益

50.0%(5.1%)22△111     (5.4%)11      (5.3%)経常利益

50.0%(3.3%)14△17     (3.6%)8 (3.7%)当期純利益

3. 前田製作所【連結】 FY25 2Q実績と通期計画 （億円）



554. 日本風力開発【連結】 FY25 2Q実績と通期計画
（億円）

２Q
進捗率

FY25
通期計画

前年
同期比

FY25
2Q実績

FY24
2Q実績

36.5%54△02020売上高

26.3%29△088開発

52.1%2111110O&M

29.5%4△112その他

14.9%(25.9%)15△0(11.6%)2(13.0%)3売上総利益

2.2%(13.8%)41(1.3%)0(-)△1開発

28.9%(42.9%)9△0(23.8%)3(29.0%)3O&M

-(50.0%)2△1(-%)△0(38.6%)1その他

48.7%(81.5%)441(110.2%)22(106.4%)21一般管理費

-
(-

53.7%)△29△1(-)△19(-)△18営業利益

-(-61.1%)△33△0(-)△20(-)△20経常利益

-
(-

75.9%)△41△2(-)△21(-)△19当期純利益
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（億円）

5. 三井住友建設【連結】 FY25 2Q実績と通期計画

２Q
進捗率

FY25
通期計画

前年
同期比

FY25
2Q実績

FY24
2Q実績

47.2%4,011△2901,8932,183売上高

50.3%1,888△2579501,207計

建築 51.9%1,392△231722953国内

45.9%496△26228254海外

44.4%2,122△33942975計

土木 45.7%1,74511797786国内

38.6%377△44146190海外

43.6%1△000その他

44.5%(10.7%)430128(10.1%)191(2.9%)63売上総利益

47.5%(7.8%)147116(7.4%)70(△3.8%)△46計

建築 52.2%(7.4%)104122(7.5%)54(△7.1%)△68国内

36.3%(8.8%)44△6(7.0%)16(8.4%)21海外

42.9%(13.3%)28212(12.8%)121(11.2%)109計

土木 44.0%(14.1%)2469(13.6%)108(12.6%)99国内

35.4%(9.4%)362(8.6%)13(5.4%)10海外

42.4%(97.8%)1△0(95.1%)0(95.0%)0その他

50.2%(7.1%)28712(7.6%)144(6.0%)131一般管理費

33.1%(3.6%)143116(2.5%)47(△3.1%)△68営業利益

29.6%(2.9%)115127(1.8%)34(△4.2%)△93経常利益

34.1%(2.0%)79173(1.4%)27(△6.7%)△146当期純利益



576.主なグループ会社のFY25 2Q実績と通期計画（前田建設グループ）

※1 日本基準・各社の連結

※2 日本基準・単体

㈱JM ※2フジミ工研㈱ ※1㈱エフビーエス ※1

連結子会社
FY25

通期計画
FY25

2Q実績
FY24

2Q実績
FY25

通期計画
FY25

2Q実績
FY24

2Q実績
FY25

通期計画
FY25

2Q実績
FY24

2Q実績

25,50010,54310,93113,8436,6225,21115,5366,9308,260売上高

150△ 267△ 190351497△ 207313156138営業利益

160△ 256△ 164411543△ 158343180152経常利益

100△ 258△ 162304640△ 217171117117当期純利益

（百万円）

光が丘興産㈱ ※2東洋建設㈱ ※2

持分法
適用会社 FY25

通期計画
FY25

2Q実績
FY24

2Q実績
FY25

通期計画
FY25

2Q実績
FY24

2Q実績

4,3852,1932,085180,00082,52765,695売上高

82754443810,3502,4752,323営業利益

2,4271,3621,37010,2002,6372,165経常利益

1,4709581,1168,2002,6571,879当期純利益



587.主なグループ会社のFY25 2Q実績と通期計画（三井住友建設グループ）

※1 日本基準・各社の連結

ドーピー建設工業㈱三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱三井住建道路㈱ ※1

国内
連結子会社 FY25

通期計画
FY25

2Q実績
FY24

2Q実績
FY25

通期計画
FY25

2Q実績
FY24

2Q実績
FY25

通期計画
FY25

2Q実績
FY24

2Q実績

11,5005,3775,05119,0407,5816,82230,45013,58412,602売上高

330△ 138△ 1480070△ 169710△ 90△ 266営業利益

160△ 194△ 8070051△ 204710△ 75△ 229経常利益

90△ 154△ 6848735△ 157420△ 87△ 188当期純利益

（百万円）

㈱JM ※2フジミ工研㈱ ※1㈱
連結子会社
(その他ｾｸﾞﾒﾝﾄ) FY25

通期計画
FY25

1Q実績
FY24

1Q実績
FY25

通期計画
FY25

1Q実績
FY24

1Q実績
FY25

通期計画
FY25

2Q実績
FY24

2Q実績

25,5004,7155,34814,6163,3442,37318,6303,1563,454売上高

150△ 228△ 100264255△ 13446738△ 23営業利益

160△ 230△ 98314294△ 9648356△ 12経常利益

100△ 196△ 88210552△ 9131636△ 5当期純利益

SMCCオーバーシーズシンガポール㈱㈱SMCCウタマインドネシアSMCCコンストラクションインド㈱
海外

連結子会社 FY25
通期計画

FY25
2Q実績

FY24
2Q実績

FY25
通期計画

FY25
2Q実績

FY24
2Q実績

FY25
通期計画

FY25
2Q実績

FY24
2Q実績

9,3434,3442,9494,9781,2554,04722,68010,5967,406売上高

30213630817582441,221783471営業利益

2281039787442141,302910806経常利益

189897655△ 7129975681620当期純利益



59インフロニア・ホールディングス 統合報告書2025を発行しました！

社⾧兼CEO岐部が語る、イ
ンフロニアの目指す企業価
値向上とは

POINT

リコー山下会⾧×岐部

変革に挑む経営者対談

社外取締役がそれぞれの
視点から今後の展望を語る
座談会

統合報告書2025はこちらの

QRコード/URLよりダウンロードいただけます。
https://www.infroneer.com/jp/sustainability/integrated_report/

統合報告書2025の構成
【Chapter1】 イントロダクション

【Chapter2】 トップメッセージ 「特集① インフロニア×リコー」

【Chapter3】 価値創造ストーリー

【Chapter4】 付加価値の最大化

【Chapter5】 新たな価値創出 「特集② 社外取締役座談会」

【Chapter6】 価値創造の基盤強化

【Chapter7】 データセクション

トップメッセージ

特別対談

社外取締役座談会

（発行日：2025年9月30日）



60【補足資料】 ユーロ円建転換社債型新株予約権付社債の転換制限条項について

転換制限条項のイメージ

株価

最新の
転換価額
1,722円

転換制限条項
トリガー水準

転換価額×150%
2,584円

転換制限領域

満期1年前 満期3ヶ月前 行使
期間

満了日

2024年3月に600億円のユーロ円建転換社債型新株予約権付社債（グリーンCB）の発行を決議
転換制限条項の付与により、転換を極力抑制し、既存株主の議決権希薄化に配慮
最新の転換価額の150％超の株価が20連続取引日以上続いた場合、新株に転換可能となる
（満期1年前から3か月前の期間は転換価額の130％）
2025年11月14日時点の転換価額は1722.8円であり、株価2,584円を20連続取引日以上超えない限り転換可能と

ならない

満期
（2029年3月）

転換可能領域

※転換価額は配当等に応じて調整される

転換制限条項
トリガー水準

転換価額×130%



61【補足資料】 インフラ運営セグメント 「利益貢献額」と「セグメント利益」の違いについて

△一般販管費

• 「利益貢献額」は、連結子会社個別の工事粗利、その他収益、営業利益を合計した管理会計上の実質的な貢献額。出資
比率や売却スキームにより、連結上の利益表示箇所が異なることを考慮したもの

• 連結財務諸表の「セグメント利益(インフラ運営事業)」は、利益貢献額に含まれる工事利益などを連結消去し、管理部門の
共通経費を控除した財務会計上の営業利益で、営業外/特別損益を計上する前の値

その他収益
（売却益、非連結
SPC株式配当等）

その他収益
（売却益、非連結
SPC株式配当等）

個別業績貢献
（他セグメント計上）

• O＆M（※1）

• EPC（※２）

• 開発等事業 等

個別業績貢献
（他セグメント計上）

• O＆M（※1）

• EPC（※２）

• 開発等事業 等

連結子会社の
営業利益

（インフラ運営に係る
SPC連結利益）

連結子会社の
営業利益

（インフラ運営に係る
SPC連結利益）

愛知道路コンセッション
みおつくし工水コンセション
大洲バイオマス

利
益
貢
献
額
（
管
理
会
計
）

セ
グ
メ
ン
ト
利
益

(

イ
ン
フ
ラ
運
営
事
業)

(

財
務
会
計)

甲斐太陽光社員持分
売却益

仙台空港株式配当
愛知国際展示場株式配当

(プロジェクト事例）

連結消去
（他セグメント計上）

＊前田建設単体工事利益は、出資比率に
応じて未実現利益となる。運営／売却時
に時の経過に応じて利益計上

持分法投資損益持分法投資損益

特別損益
（固定資産売却益）

売却益等
（匿名組合売却益等）

売却益等
（匿名組合売却益等）

連結子会社の
営業利益

（インフラ運営に係る
SPC連結利益）

連結子会社の
営業利益

（インフラ運営に係る
SPC連結利益）

＊関連会社の取込利益
＊売却対象が、株式や発電設備などの

固定資産になる場合
(開発経緯や買手の嗜好による）

＊前田建設の共通経費等を控除

＊前田建設から連結子会社
への出資損益(TK、株式
等)は営業利益と重複する
ため利益貢献額に含めない

※利益貢献額では、前田本社共通経費等の一般管理費を考慮していない

愛知道路コンセッション
工事粗利
八峰風力工事粗利

セグメント利益との対応関係 (財務会計上の整理)

※1 O&M インフラ施設の運転保守管理業務等
※2 EPC インフラ運営事業に伴う新築工事 大規模修繕工事等

八峰風力匿名組合
出資持分売却益



インフラの未来に挑む
Challenge the status quo

【注意事項】
本資料に記載されている業績数値は、決算短信等を基にした数字を億円単位とし、四捨五入しており

ます。また、業績計画等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報から得ら
れた判断に基づいており、実際の業績は、様々な要素により記載の数値とは異なる結果となる可能性があ
ります。




